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要         旨 

 

本論文は、MMORPG（Massively Multiplayer Online Role-Playing 

Game：多人数同時参加型オンライン・ロール・プレイング・ゲー

ム）での社会的相互作用がシャイネスに及ぼす影響を検討すること

を目的としている。MMORPG は、ゲームという娯楽的要素に加え、ア

バターを介したプレイヤー間の社会的相互作用を可能にするメディ

アであり、多くのプレイヤーを魅了している。初めに、MMORPG の日

常的なプレイに焦点を当て、MMORPG の使用を量と質の双方からとら

えた上で、シャイネスとの因果関係を 3 つの研究から検討した。ま

た近年、インターネット上の仮想空間は心理臨床的な治療や介入の

場としても活用されており、MMORPG もその効果が期待されている。

そこで 4 つ目の研究として、シャイネスを改善することを目的とし

た MMORPG 使用の効果を検討した。 

研究 1 から 3 の結果より、MMORPG での社会的相互作用はシャイネ

スを低減させる効果を持つ一方で、シャイネスの高さはMMORPG での

社会的相互作用を抑制する効果を持つことから、両者の関係は rich 

get richer 仮説を支持するものであると結論づけられた。これを踏

まえ、シャイネスの低減に MMORPGを有効に活用するためには、シャ

イネスの高いプレイヤーにゲーム内での社会的相互作用を促す機会

を設けることが必要であると考えられた。また、研究 4 において作

成されたシャイネス改善プログラムは、一部有効性が認められたも

のの、その領域や期間は限定的なものであった。そこで、先行研究

及び 4 つの研究から得られた成果を踏まえ、対象者の選定とプログ

ラムの改良という 2 つの観点から、プログラムの改善可能性が考察

された。   
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